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奈良県
１　被害防止計画の作成数、特徴等

２　事業効果の発現状況

３　被害防止計画の目標達成状況

４　各事業実施地区における被害防止計画の達成状況

（協議会名） 獣種
現状
値

目標
値

実績
値

達成
率

現状
値

目標
値

実績
値

達成
率

協議会担当者打ち合わせ イノシシ
協議会総会 生駒市 2,294 1,631 2,089 210 148 126
捕獲檻（大） ４基 令和５年３月 100 平群町 2,100 1,900 766 290 260 220
くくり罠 １０基 令和５年３月 100 三郷町 60 30 30 1 0.5 1
発信機・受信機 １セット 令和５年３月 100 小計 4,454 3,561 2,885 175.7 501 408.5 347 166.5

捕獲檻（小） ６０基 令和５年１月 100 アライグマ
農作物鳥獣被害対策研修会（地
域指導者研修）参加

１人 令和５年３月 生駒市 323 200 377 14 8 10

緊急捕獲 イノシシ（成獣）
１７５頭
イノシシ（幼獣）
１頭

平群町 800 700 690 220 190 23

担当者打ち合わせ 三郷町 20 10 240 1 0.5 5
協議会総会 小計 1,143 910 1,307 -70.4 235 198.5 38 539.7
狩猟免許講習会費用補助 １人 合計 5,597 4,471 4,192 124.8 736 607 385 272.1
捕獲檻（大） ５基 令和６年３月 100
くくり罠 １０基 令和６年３月 100
発信機・受信機 １セット 令和６年３月 100
捕獲檻（小） ４０基 令和６年３月 100
農作物鳥獣被害対策研修会参加 令和６年１月
緊急捕獲 イノシシ（成獣）

２５３頭

協議会担当者打ち合わせ
協議会総会
大型箱罠 ２基 令和７年３月 100
くくり罠 ３０基 令和７年３月 100
電気とめ刺し １セット 令和７年３月 100
捕獲檻（小） ５基 令和７年３月 100
緊急捕獲 イノシシ（成獣）

３２１頭

事業効果

被害防止計画の目標と実績

事業実施主体の評価 第三者の意見被害金額（千円） 被害面積（a）

令和
４年
度

令和
５年
度

令和
６年
度

イノシ
シ、ア
ライ
グマ

生駒市
平群町
三郷町

協議会構成員が、鳥獣行
政に取り組む中で、最新の
情報を収集したり、被害防
除研修会に参加したりする
ことで、被害対策に関する
知識の向上ができた。それ
に伴い、効果的な対策の推
進につながった。
また必要に応じて捕獲機材
を購入・設置することで、農
作物被害の軽減につな
がった。

信貴生駒山系
鳥獣被害防止
対策協議会

信貴生駒
山系鳥獣
被害防止
対策協議

会

鳥獣被害防止総合支援事業、鳥獣被害防止都道府県活動支援事業、鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業の評価報告（令和６年度報告）

事業実施主体名
対象
地域

実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用率・
稼働率

都道府県の評価

　　本県では各地域に市町村を中心として森林組合や農協、猟友会など関係機関が参画した協議会を設置。その協議会において、研修会の開催、追い払い活動、侵入防止柵の設置等を進めており令和6年度の被害額は123百万円
で平成22年の42％まで低減した。また令和6年度中に鳥獣被害防止施設（侵入防止柵）を約62km設置した。また、県全域においてイノシシ2,761頭、シカ4,711頭、サル97頭他、合計7,777頭（羽）分の捕獲活動経費の支援を行い、被害
防除と有害捕獲の両輪で事業を推進している。今後更なる対策を進めるためには人材の育成は不可欠であり、市町村職員、捕獲者、農業者等を対象に研修を行い、住民の意識の向上、地域リーダーの育成を図るとともに、狩猟免
許取得時の講習料の補助を行って新たな捕獲従事者の確保を行っている。

 被害防止計画目標の達成状況は市町村によって大きく異なり、地域ごとの取り組みの程度や鳥獣密度変化の差異を反映していると考えられる。防護柵を設置したほ場では被害抑制効果が高いが、逆に未設置ほ場の被害が増加す
るなど、地域ぐるみの取り組みとして実施することが重要であると考えられた。今後は特定の取り組みに特化するのではなく、人材育成、被害防除、有害捕獲、生息環境管理の各取り組みを軸に、地域の住民が自主的に取り組むこと
で被害の低減を図る。

　本県では、全39市町村中34市町村において鳥獣被害が発生しており、そのうち31市町村において被害防止計画を作成している。

平成22年に協議会を設立
以来、信貴生駒山系全体
で包括的に事業を実施し、
捕獲機材の導入や捕獲活
動、防除柵の設置等を行
い、被害軽減を推進してき
た。
協議会全体では、予算を拡
充して実施した活動や防除
策の設置等により、被害金
額及び被害面積ともに目標
を達成することができた
が、構成市町の中には目
標を達成できなかった項目
があったため、引き続き、
上記の取組を行い被害軽
減に努めることとする。
　一方で、構成市町全てで
令和６年度のアライグマの
捕獲頭数が増加しているこ
とに加えて、構成市町の一
部ではイノシシの農作物被
害が令和４年度から年々増
加している等の課題があ
る。
今後も引き続き協議会員
や猟友会等と情報共有や
連携を密にし、効果的な捕
獲や防除柵の設置等によ
る被害防除を継続・発展さ
せていく。

　信貴生駒山系鳥獣被害防止
対策協議会では、イノシシ、ア
ライグマによる農業被害が発
生している。檻・罠を用いた駆
除・捕獲、侵入防止柵による行
動制御を実施し、全体としては
被害金額・面積ともに目標を下
回り、事業による一定の効果
が得られている。しかし、構成
市町の中には、目標に達して
いない項目があり、特にアライ
グマの頭数が増加している地
域がある。対策については、住
民への幅広い啓発と鳥獣生息
環境の現状把握に加えて、住
民からの情報提供と協力が必
要である。
今後は、猟友会と連携し、新規
狩猟者の確保、捕獲檻やわな
猟の増設、捕獲・駆除による個
体数管理の徹底、設置した侵
入防止用具の維持・補修、狩
猟した鳥獣の有効利用方法の
検討に加えて、住民自らによる
農産物残渣の除去など餌場と
しての集落の価値を下げる活
動、緩衝帯の整備による有害
鳥獣が近寄りにくい環境づく
り、などを引き続き実施するこ
とにより、被害を軽減させるこ
とを期待する。

奈良県農業研究開発センター
鳥獣害対策担当
大和野菜研究センター　所長
西川　学

生駒市、平群町、三郷町で
は、捕獲機材の購入・設
置、緊急捕獲活動支援によ
る捕獲等の対策を通じ、被
害金額・被害面積ともに目
標を達成することが出来
た。
今後も、これらの活動を継
続して行い、引き続き被害
の低減に努められたい。



総会開催（書面決議）
小型獣用捕獲檻 １５基 R4.9.28 100
大型獣用捕獲檻 ４基 R5.2.8 100

獣種
現状
値

目標
値

実績
値

達成
率

現状
値

目標
値

実績
値

達成
率

有害捕獲研修会参加 １人 イノシシ 2,613 1,375 1,370 100 0.57 0.3 0.3 100
被害防除研修会 １人 アライグマ 2,582 1,174 1,170 100 0.22 0.1 0.06 133
緊急捕獲 イノシシ（成獣）

５４頭
ニホンザル 10 5 28 -360 0.02 0.01 0.03 -100

総会開催（書面決議） カラス 10 5 2 160 0.02 0.01 0.03 -100
被害防除研修会 ２人 合計 5,215 2,559 2,570 100 0.83 0.42 0.42 100
有害捕獲研修会参加 ２人
大型獣用捕獲檻 ２基 R6.3.12 100
緊急捕獲 イノシシ（成獣）

６５頭
総会開催（書面決議）
大型獣用捕獲檻 ２基 R7.2.12 100
被害防除研修会 １人
有害捕獲研修会参加 １人
緊急捕獲 イノシシ（成獣）

８８頭
総会開催
イノシシ捕獲用くくりわな材料 ３３０セット R4.2.16 100
農作物鳥獣被害対策研修会（地
域指導者研修）参加

１人 R4.3.17
獣種

現状
値

目標
値

実績
値

達成
率

現状
値

目標
値

実績
値

達成
率

緊急捕獲 イノシシ（成獣）
７頭

イノシシ 267 130 234 24 19 10 14 56

総会開催 合計 267 130 234 24 19 10 14 56
特定外来生物アライグマ防除講
習会参加

１人 R5.2.1

アライグマ捕獲檻購入 ５基 R5.2.15 100
イノシシ捕獲用くくりわな材料購入 ９０セット R5.2.24 100
イノシシ捕獲檻購入 ５基 R5.3.24 100
わな猟講習会費用 １人
緊急捕獲 イノシシ（成獣）

３７頭
総会開催
特定外来生物アライグマ・ヌートリ
ア防除講習会参加

１人 R5.12.19

イノシシ捕獲用くくりわな材料購入 ２００セット R6.2.13 100
ニホンザル捕獲檻購入 ２基 R6.2.21 100
効率的捕獲技術導入推進事業研
修会（第2回）参加

１人 R6.3.6

イノシシ捕獲用くくりわな材料購入 ８セット R6.3.27 100
緊急捕獲 イノシシ（成獣）

２７頭
イノシシ（幼獣）
３頭

総会開催
イノシシ捕獲用くくりわな購入 １００セット R7.2.18 100

イノシシ捕獲用資材電気止め刺し購入電気止め刺し×5
鼻くくり×5

R7.2.21 100

緊急捕獲 イノシシ（成獣）
３９頭
イノシシ（幼獣）
３頭

香芝市では猟友会など関係機
関と協力され、イノシシは毎年
数十頭も精力的に捕獲されて
いる。しかし、繫殖率が高く、捕
獲だけの対策では被害がなか
なか減少しない。イノシシの餌
場や隠れ場を減らし、繁殖しに
くい環境づくりが同時に必要で
す。アライグマは引き続き捕獲
による根絶を目指していただき
たい。

一般社団法人奈良県植物防
疫協会　試験員　福井俊男

香芝市では、捕獲機材の
購入・設置、緊急捕獲活動
支援による捕獲等の対策
を通じ、被害金額・被害面
積ともに目標を達成するこ
とが出来た。
今後も、これらの活動を継
続して行い、引き続き被害
の低減に努められたい。

令和
３年
度

香芝市有
害鳥獣防
止対策協

議会

令和
４年
度

葛城市では、捕獲機材の
導入や緊急捕獲活動支援
による捕獲を中心とした取
組を行ったものの昨年度は
被害金額・被害面積ともに
目標を達成出来ず、改善
計画を作成し１年目標を延
長し捕獲を強化して取り組
んだ。その結果、前年度よ
り被害面積は減少したもの
の目標に到達することが出
来なかった。
今後は、第三者の意見に
あるように捕獲だけでなく
防護柵の設置や地域住民
の協力も得ながら対策を講
じる事を期待する。

令和
４年
度

令和
５年
度

香芝市有害鳥
獣防止対策協

議会

有害鳥獣の種類によって
は僅かに被害金額が増え
ていたり、被害面積が広
がっていたりするが、被害
の大部分を占めるイノシシ
とアライグマについては猟
友会と連携してイノシシの
捕獲数が増え、捕獲檻を貸
し出すことによってアライグ
マの被害が減少しているな
ど総合的に判断して概ね
良化している。

香芝市

令和
５年
度

令和
６年
度

葛城市鳥獣害
防止対策協議

会

葛城市 イノシ
シ

葛城市鳥
獣害防止
対策協議

会

イノシ
シ、ア
ライ

グマ、
ニホ
ンザ
ル、カ
ラス

令和
６年
度

被害防止計画の目標と実績
被害金額（千円） 被害面積（a）

協議会構成員が研修課に
参加することで新たな知識
の取得ができた。
各構成員の日々の努力が
功を奏して合計被害金額を
削減することができた。

被害防止計画の目標と実績
被害金額（千円） 被害面積（ha）

総会で事業報告・事業計画
を諮ることで、市と大字・猟
友会葛城支部との有害鳥
獣駆除防除体制の再確認
に繋がった。総会で承認さ
れた、くくりわなや捕獲檻の
捕獲機材の導入、被害防
除研修会に参加すること
で、農作物被害の軽減に
繋がった。

　令和３年度から令和６年
度において、当市で有害鳥
獣駆除の中心的役割を果
たす猟友会葛城支部に対
し、くくりわなや捕獲機材の
導入、緊急捕獲活動支援
を令和3年度から開始する
ことで猟友会内での費用負
担の軽減やその士気を高
めることで、有害鳥獣駆除
防除体制の強化に繋がっ
た。
　しかし、地域特有の山地
に隣接する農地が多い等
の要因により、想定を上回
るイノシシによる農作物被
害が生じたことやイノシシ
の生息範囲の拡大により、
未対策農地の被害も増加
していることから被害金額・
被害面積共に目標値を達
成できなかった。
今後さらなる被害が増加し
ないためにも、より強固な
捕獲体制を整える必要が
ある。

　葛城市鳥獣害防止対策協議
会では、イノシシとアライグマ
による農業被害が発生してい
る。機材を用いた捕獲、侵入防
止柵による行動制御を実施
し、被害金額は計画作成時の
現状を下回ったものの、被害
金額・面積ともに目標に達して
おらず、十分な被害軽減効果
が得られているとは言えない。
　今後は、捕獲による個体数
管理と、新たな被害が発生して
いる地域への防護柵の設置に
よる侵入防止に加えて、設置し
た防護柵の維持・補修、住民
自らによる農産物残渣の除去
など餌場としての集落の価値
を下げる活動、緩衝帯の整備
による有害獣が近寄りにくい環
境づくり、などを引き続き実施
することにより、被害を軽減さ
せることを期待する。

奈良県農業研究開発センター
鳥獣害対策担当
大和野菜研究センター　所長
西川　学



総会開催
大型獣用捕獲檻購入 ２基 R5.3.29 100%
生息環境管理　草刈 ５００㎡

獣種
現状
値

目標
値

実績
値

達成
率

現状
値

目標
値

実績
値

達成
率

効率的捕獲技術導入推進事業研
修会（１回目）

１人 ニホンジカ 181 150 214 -107 43 40 31 400

効率的捕獲技術導入推進事業研
修会（２回目）

１人 イノシシ 296 230 556 -394 86 60 89 -12

緊急捕獲 シカ　３７５頭
イノシシ　４０頭

合計 477 380 770 -302 129 100 120 31

総会開催
生息環境管理　草刈 ５００㎡
効率的捕獲技術導入推進事業研
修会

１人

緊急捕獲 シカ　３２６頭
イノシシ　７頭

総会開催
生息環境管理　草刈 ５００㎡
効率的捕獲技術導入推進事業研
修会（１回目）

１人

効率的捕獲技術導入推進事業研
修会（２回目）

１人

狩猟免許の取得 わな猟：２名
農作物鳥獣被害対策研修会（地
域指導者研修）

１名

緊急捕獲 シカ　３５６頭
イノシシ　４２頭

緊急捕獲 イノシシ　２４２頭
ニホンジカ　６１９頭

被害捕獲対策研修会 ３名

被害防除対策研修会 １名
獣種

現状
値

(R2)

目標
値

(R6)

実績
値

(R6)

達成
率
(%)

現状
値

(R2)

目標
値

(R6)

実績
値

(R6)

達成
率
(%)

緊急捕獲 イノシシ　１６３頭
ニホンジカ　６３４頭

イノシシ 4,334 3,023 1,770 195 150 105 50 222

被害捕獲対策研修会 ２名 ニホンジカ 3,595 2,510 5,157 -143 109 75 166 -167

被害防除対策研修会 １名 ニホンザル 0 0 0 0 0 0 0 0

緊急捕獲 イノシシ　２１０頭
ニホンジカ　５４５頭

アライグマ 220 171 268 -97 4 4 4 0

被害捕獲対策研修会 ２名 合計 8,149 5,704 7,195 39 263 184 220 54

被害防除対策研修会 ２名

御杖村鳥獣害
対策協議会

御杖村 ニホ
ンジ
カ、イ
ノシシ

御杖村鳥
獣害対策
協議会

有害鳥獣捕獲の新たな人
材を確保するため、御杖村
第一種銃猟免許取得等補
助金制度の広報を実施

緩衝帯の草刈（生息環境
管理）及び個体数調整のた
めの全体的に緊急捕獲数
は減少したが、イノシシの
捕獲数と農地の踏み荒らし
被害が増加し増加し、農作
被害が全体的に増加傾向
にある。

被害防止計画の目標と実績
被害金額（千円） 被害面積（a）

　定期的な緩衝帯の草刈
（生息環境管理）の実施、
大型捕獲檻整備による個
体数調整により全体的に緊
急捕獲数は減少したが、近
年イノシシの個体数の増加
が見られ、農作地の踏み荒
らし等の農地被害が増加
傾向にあるため、緩衝帯や
防護柵の適切な維持管理
を継続して行っていく。
　住民の高齢化や減少が
進む中、わな猟の狩猟免
許取得者及び第一種銃猟
免許取得者の増加すること
ができた事により、今後の
緊急捕獲実績の向上に期
待する。
　また、獣害防護柵につい
ても維持管理を担う集落等
（中山間地域等直接支払
構成集落）による定期点検
及び破損施設の早期補修
に努めている。

　住民の高齢化の中、狩猟免
許取得者を確保して、目標に
近い捕獲実績を上げ自治体と
して大変に頑張っておられる。
しかし、イノシシは自然増殖率
が高く、すぐに個体数を復活す
ることが多いようです。餌場や
生息場所を管理して餌を与え
ない取り組みも必要です。これ
には、放任果樹や耕作放棄地
など集落内の生息環境改善に
は、住民参加が重要です。
　サルの集団が来るようになる
と大変なので、離れザルの段
階で徹底して追い払いが必要
です。

一般社団法人奈良県植物防
疫協会　試験員　福井俊男

御杖村では、緩衝帯の設
置や緊急捕獲活動支援に
よる捕獲を中心とした取組
を行った結果、被害面積は
基準値を下回ったものの、
目標には到達できなかっ
た。また被害金額について
は基準値より増加するとい
う結果となった。
　今後は第三者の意見にも
あるように生息環境管理を
中心とした取組から住民自
らによる対策も含めて検討
し、被害の低減に努められ
たい。

令和
４年
度

令和
５年
度

イノシ
シ、
二ホ
ンジ

カ、ニ
ホン
ザ

ル、
アライ
グマ

令和
６年
度

下市町鳥
獣被害防
止対策協

議会

イノシシ・二ホンジカについ
ては、この３年間で個体数
調整を重点的に行う目的
で、猟友会に対して箱わな
の増設に対する町補助を
行い、わなの設置数増が
捕獲実績につながり、また
駆除活動に対して県の森
林植生保全事業や鳥獣被
害防除事業の活用や町単
駆除活動補助、会員の継
続・増加を推進する補助等
を実施したことで、事業量
が増加した。またアライグ
マについても防除実施計画
に基づき、この３年間で捕
獲檻を増設したことや猟友
会に対して、1頭あたりの捕
獲・駆除に対して町単独補
助等を実施したことで、捕
獲実績が上がり、事業量が
増加した。

被害防止計画の目標と実績

令和
６年
度

下市町下市町鳥獣被
害防止対策協

議会

下市町では、侵入防止策
の設置や緊急捕獲活動支
援による捕獲等の取組を
行った結果、被害金額・被
害面積ともに基準値を下
回ったものの、目標には到
達できなかった。
　今後は第三者の意見にも
あるように捕獲を中心とし
た取組から住民自らによる
対策も含めて検討し、被害
の低減に努められたい。

被害金額（千円） 被害面積（a）

 対象鳥獣による町内の農作
物等の被害は増加傾向にあ
る。また被害の多くが果樹等
の高価な農作物であった。こ
の３年間で個体数調整を重点
的に行う目的で、猟友会に対
して箱わなの増設に対する町
補助を行い、わなの設置数を
増設、駆除活動に対しては県
の森林植生保全事業や鳥獣
被害防除事業の活用や町単
駆除活動補助等を実施し、イ
ノシシ及びアライグマの捕獲
実績は上がったが、被害防止
計画の目標と実績の結果、目
標の達成状況が低調となっ
た。今後は被害を出している
個体や群れを特定し、重点的
に駆除していくことが重要と考
え、引き続き、鳥獣被害防止
対策事業、森林植生保全事
業、鳥獣被害防除事業を継続
実施すると共に、計画的な箱
わな・捕獲檻の増設、ICTを活
用した捕獲機器・システムの
導入など、猟友会による捕
獲・駆除活動の強化及び追い
払いの活動を維持できる体制
整備を行いたいと考えてい
る。また生息環境管理の強化
を図るため、地域住民や農業
従事者と連携しながら耕作放
棄地や施業放置林の解消に
向け、一体的に鳥獣対策に取
り組みたいと考えている。

　下市町鳥獣害防止対策協議会
では、イノシシ、ニホンジカ、アラ
イグマによる多獣種による農業被
害が発生している。銃器、捕獲檻
による捕獲を実施しており、捕獲
頭数が多く、イノシシについては、
一定の被害軽減効果が得られて
いる。シカについては、捕獲頭数
が多いが、被害金額、被害面積
が増加しており、十分な被害軽減
効果が現れていない。生息頭数
の増加もあるが、ワイヤーメッシュ
柵だけでは不十分であり、丈の高
いネットの設置等の獣種に適した
複合的な柵などの総合的な被害
防止対策も必要である。アライグ
マについては、捕獲檻による捕獲
を実施し一定の効果はあるが、空
き家等に生息・繁殖し、頭数が増
加していることが考えられ、捕獲
による生息数の減少を期待する。
全体としては、被害金額、被害面
積ともに達成率が低く、低調であ
るが、猟友会と協力して、銃器お
よび捕獲檻による捕獲に努めて
いる。今後は改善計画に基づき、
獣種に適した被害防止対策を検
討し、引き続き集落の環境整備に
努め、有害獣が近寄りにくい環境
づくりを実施し、被害を軽減させる
ことを期待する。

奈良県農業研究開発センター　鳥
獣害対策担当
大和野菜研究センター　所長　西
川　学

令和
４年
度

令和
５年
度



令和
４年
度

ワイヤーメッシュ柵 6,094m R5.3.24 100

令和
５年
度

ワイヤーメッシュ柵 5,100m R6.3.13 100

令和
６年
度

ワイヤーメッシュ柵 4,351m R7.3.14 100

獣種
現状
値

(R2)

目標
値

(R6)

実績
値

(R6)

達成
率
(%)

現状
値

(R2)

目標
値

(R6)

実績
値

(R6)

達成
率
(%)

イノシシ 4,334 3,023 1,770 195 150 105 50 222

ニホンジカ 3,595 2,510 5,157 -143 109 75 166 -167

ニホンザル 0 0 0 0 0 0 0 0

アライグマ 220 171 268 -97 4 4 4 0

合計 8,149 5,704 7,195 39 263 184 220 54

効率的捕獲技術導入推進事業研
修会

２人

解体処理技術者育成研修会 ２人
緊急捕獲 ﾆﾎﾝｼﾞｶ　86頭

ｲﾉｼｼ　　3頭
ｱﾗｲｸﾞﾏ　0頭
ﾊｸﾋﾞｼﾝ　6頭
ｱﾅｸﾞﾏ　　1頭

獣種
現状
値

(R1)

目標
値

(R6)

実績
値

(R6)

達成
率
(%)

現状
値

(R1)

目標
値

(R6)

実績
値

(R6)

達成
率
(%)

効率的捕獲技術導入推進事業研
修会

１人 ニホンジカ 450 315 70 281 13 7 2 183.3

農作物鳥獣害対策研修会 １人 イノシシ 81 56 100 -76 4 3 2 200
大型獣用捕獲檻購入 ７基 R.5.3.1 100% ハクビシン 25 17 85 -750 2 2 2 0
ICT技術 IＯＴ基地局　１基

IＯＴ子機　１０基
（ほかパト）

R4.7.29 100% アライグマ 35 24 170 -1227 3 2 3 0

緊急捕獲 ﾆﾎﾝｼﾞｶ　79頭
ｲﾉｼｼ　　2頭
ｱﾗｲｸﾞﾏ　9頭
ﾊｸﾋﾞｼﾝ　6頭
ｱﾅｸﾞﾏ　　5頭

アナグマ 16 11 80 -1280 2 2 2 0

令和
５年
度

緊急捕獲 ﾆﾎﾝｼﾞｶ　50頭
ｲﾉｼｼ　　2頭
ｱﾗｲｸﾞﾏ　0頭
ﾊｸﾋﾞｼﾝ　8頭
ｱﾅｸﾞﾏ　　3頭

アオサギ 1,000 350 380 95 500kg 300kg 190kg 155

令和
６年
度

緊急捕獲 ﾆﾎﾝｼﾞｶ　44頭
ｲﾉｼｼ　　8頭
ｱﾗｲｸﾞﾏ　10頭
ﾊｸﾋﾞｼﾝ　9頭
ｱﾅｸﾞﾏ　　5頭

合計 1,607 723 885 82 24 16 11 163

下市町では、侵入防止策
の設置や緊急捕獲活動支
援による捕獲等の取組を
行った結果、被害金額・被
害面積ともに基準値を下
回ったものの、目標には到
達できなかった。
　今後は第三者の意見にも
あるように捕獲を中心とし
た取組から住民自らによる
対策も含めて検討し、被害
の低減に努められたい。

黒滝村では、ICT機器の導
入や緊急捕獲活動支援に
よる捕獲を中心とした取組
を行ったものの昨年度は被
害金額・被害面積ともに目
標を達成出来ず、改善計
画を作成し１年目標を延長
し捕獲を強化して取り組ん
だ。その結果、今年度は被
害金額・被害面積ともに目
標を達成することができ
た。
今後は、第三者の意見に
あるように捕獲だけでなく、
生息環境管理、防護柵の
設置および地域住民の協
力も得ながら対策を講じる
事を期待する。

被害防止計画の目標と実績

被害金額（千円） 被害面積（a）

黒滝村鳥獣被
害防止対策協
議会

黒滝村 令和
３年
度

令和
４年
度

ﾆﾎﾝ
ｼﾞｶ、
ｲﾉｼ

ｼ、ｱﾗ
ｲｸﾞ

ﾏ、ﾊｸ
ﾋﾞｼ

ﾝ、ｱﾅ
ｸﾞﾏ、
ｱｵｻ
ｷﾞ

黒滝村鳥
獣被害防
止対策協

議会

協議会構成員が有害関係
の研修会に参加すること
で、知識の向上と地元猟友
会との知識の共有により意
識の統一が図られ、効果的
な対策の推進に繋がった。
捕獲機材を導入すること
で、小型獣の捕獲効率の
向上につながった。

・イノシシ・ニホンジカの捕
獲量の低迷により被害金
額について達成率が低く
なっている。集落周辺の放
置林の増加及び耕作放棄
地等の増加が被害の要因
となっている。
・集落周辺の放置林等の
整備を行い、鳥獣が近寄り
にくい集落環境を整備する
必要がある。
・効果的な対策の実施のた
め、猟友会や森林組合等
の関係機関との連携を強
化する必要がある。
・猟友会員が高齢等により
活動日数が減少したことも
被害の増加の要因となって
いる。

黒滝村鳥獣被害防止対策協
議会では、ニホンジカ、イノシ
シ、アライグマ、ハクビシン、ア
ナグマ、アオサギと多獣種によ
る農業被害が発生している。
銃器、捕獲檻による捕獲、侵
入防止柵による行動制御を実
施し、被害金額の達成率は目
標よりやや下回ったが、被害
面積の達成率は、大きく上回っ
ており、一定の被害軽減効果
が得られている。
今後は、高齢化しているが関
係団体と協力し、捕獲による個
体数管理と防護柵・ネットの設
置・補修による侵入防止に加
えて、住民自らによる農産物
残渣・放任果樹の除去など餌
場としての集落の価値を下げ
る活動、緩衝帯の整備による
有害獣が近寄りにくい環境づく
り、などを引き続き実施するこ
とにより、被害を軽減させるこ
とを期待する。

奈良県農業研究開発センター
鳥獣害対策担当
大和野菜研究センター　所長
西川　学

下市町下市町（下市町
鳥獣被害防止
対策協議会）

イノシ
シ、
二ホ
ンジ

カ、ニ
ホン
ザ

ル、
アライ
グマ

下市町（下
市町鳥獣
被害防止
対策協議

会）

下市町内において、イノシ
シ、二ホンジカによる野菜・
果樹等の被害が多発して
いたことから、緊急捕獲活
動支援事業で猟友会が有
害捕獲を行うとともに、整
備事業を活用して国営総
合農地開発事業で造成さ
れた農地を中心にワイヤー
メッシュ柵を設置したこと
で、被害軽減及び有害捕
獲効率が高まった。

　町内全域で農作物等の被害
は増加傾向にある。また被害
の多くが果樹等の高価な農作
物であった。個体数調整を重
点的に行う目的で緊急捕獲活
動支援事業等を活用し、猟友
会が有害捕獲・駆除を行うと
ともに、農地への進入を防止
するため、整備事業を活用し
て、特に被害金額と被害面積
が大きく、被害が多い国営総
合農地開発事業で造成され
た農地を中心としてワイヤー
メッシュ柵を設置したことで、
被害軽減及び有害捕獲効率
が高まった。
しかし、農作物被害が防護対
策を行った農地以外へ波及し
ているため、引き続き整備事
業等を活用しながら防除対策
を実施していきたいと考えて
いる。

　下市町では、イノシシ、ニホンジ
カ、アライグマによる農業被害が
発生している。ワイヤーメッシュ柵
の設置による侵入防止、銃器、捕
獲檻による捕獲を実施しており、
イノシシについては、ワイヤーメッ
シュ柵の設置により、被害金額、
被害面積が減少しており、一定の
被害軽減効果が得られている。シ
カについては、被害金額、被害面
積が増加しており、被害軽減効果
が十分でない。頭数の増加もある
が、ワイヤーメッシュ柵だけでは
不十分であり、丈の高いネットの
設置等の獣種に適した複合的な
柵の設置など総合的な被害防止
対策の実施が必要である。アライ
グマについては、捕獲檻による捕
獲を実施し一定の効果はあるが、
空き家等に生息・繁殖し、頭数が
増加していることが考えられ、引
き続き捕獲による生息数の減少
を期待する。
全体としては、被害金額、被害面
積ともに達成率が低く、低調であ
るが、改善計画に基づき、猟友会
と協力して、銃器および捕獲檻に
よる捕獲に努め、獣種に適した被
害防止対策を検討し、住民の協
力の下、集落の環境整備に努
め、有害獣が近寄りにくい環境づ
くりを実施し、被害を軽減させるこ
とを期待する。

奈良県農業研究開発センター　鳥
獣害対策担当
大和野菜研究センター　所長　西
川　学

被害防止計画の目標と実績

被害金額（千円） 被害面積（a）



緊急捕獲 ニホンジカ成獣
４２１頭

緊急捕獲 イノシシ成獣
１５頭

緊急捕獲 ニホンザル成獣
１０頭

獣種
現状
値

目標
値

実績
値

達成
率

現状
値

目標
値

実績
値

達成
率

緊急捕獲 ニホンジカ成獣
３０３頭

ニホンジカ 27,779 12,896 27,700 0.5 ######## ######## ######## 0.0004

緊急捕獲 イノシシ成獣
１８頭

イノシシ 0 0 0 0 0 0 0 0

緊急捕獲 ニホンザル成獣
１３頭

ニホンザル 171 151 192 -105 0.0261 0.0251 0.0201 600.0

緊急捕獲 ニホンジカ成獣
２４７頭

ツキノワグマ 11,830 11,000 11,830 0 2062 2000 2062 0

緊急捕獲 イノシシ成獣
８頭

カワウ 1,708 748 263 150.5 699kg 460kg 92kg 254.0

緊急捕獲 ニホンザル成獣
６頭

テン 0 0 0 0 0 0 0 0

緊急捕獲 ニホンジカ成獣
３４４頭

アオサギ 783 747 263 1444.4 832kg 459kg 92kg 198.4

緊急捕獲 イノシシ成獣
１０頭

アライグマ 200 30 0 117.6 0.0246 0.02 0 534.8

緊急捕獲 ニホンザル成獣
１６頭

タヌキ 199 30 0 117.8 0.0246 0.01 0 168.5

ハクビシン 0 0 70 0 0 0 0.0252 0

アナグマ 0 0 0 0 0 0 0 0

カワアイサ 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 42,670 25,602 40,318 13.8 11,862.
1089
1,531kg

7,117.0
653
919kg

11,862.
06
184kg

0.001
220.1

令和
３年
度

緊急捕獲 シカ（成獣）７０頭
シカ（幼獣）１頭
イノシシ（成獣）７頭
サル（成獣）１１頭

令和
４年
度

緊急捕獲 シカ（成獣）５７頭
イノシシ（成獣）５頭
サル（成獣）８頭

サル捕獲用檻購入 ８基 R6.3.25 100
獣種

現状
値

目標
値

実績
値

達成
率

現状
値

目標
値

実績
値

達成
率

被害防除に関する研修会参加 1名 ニホンジカ 2,220 1,650 1,435 138 710 505 396 153
緊急捕獲 シカ（成獣）４６頭

イノシシ（成獣）７頭
サル（成獣）５頭

ニホンザル 120 90 30 300 10 5 0.5 190

令和
６年
度

緊急捕獲 シカ（成獣）６２頭
イノシシ（成獣）１２
頭
イノシシ（幼獣）１頭
サル（成獣）２１頭

イノシシ 120 40 5 144 10 4 0.25 163

アナグマ 120 20 0 120 10 4 0 167
カワウ 300 210 150 167 120kg 80kg 50kg 175
ハクビシン 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 2,880 2,010 1,620 145 740

120kg
518
80kg

396.75
50kg

155%
175%

上北山村では、緊急捕獲
活動支援による捕獲を中
心とした取組を行ったもの
の昨年度は被害金額・被
害面積ともに目標を達成出
来ず、改善計画を作成し１
年目標を延長し捕獲を強化
して取り組んだ。その結
果、今年度は被害金額・被
害面積ともに目標を達成す
ることができた。
今後は、第三者の意見に
あるように捕獲だけでなく、
防護柵の設置および地域
住民の協力も得ながら対
策を講じる事を期待する。

被害防止計画の目標と実績

被害金額（千円） 被害面積（ha）

天川村鳥獣被
害防止対策協

議会

天川村 令和
３年
度

令和
４年
度

令和
５年
度

令和
６年
度

ニホ
ンジ
カ、イ
ノシ

シ、ニ
ホン
ザ

ル、ツ
キノ
ワグ
マ、カ
ワウ、
テン､
アオ
サ

ギ、ア
ライ

グマ、
タヌ

キ、イ
タチ、
ハク
ビシ

ン、ア
ナグ
マ、カ
ワア
イサ

天川村鳥
獣被害防
止対策協

議会

　３年間の計画期間内にお
いて、猟友会員の方が積
極的に狩猟を行ってくれた
ことから、農業被害につい
ては金額については目標
には達しなかったものの基
準年のR1年よりは減少し、
面積については目標を達
成することができた。また
水産業被害に関してもカワ
ウの積極的な捕獲により被
害量・被害金額ともに計画
を達成することができた。
一方、林業被害に関しては
未だにR1年度と同等の被
害があり、全体としては目
標を達成することが出来な
かった。

　農業被害については、猟
友会の積極的な捕獲のほ
か、村の単独事業で柵の
設置補助を実施するなどし
た結果、金額については目
標に達しなかったものの基
準年のR1年よりは減少し、
面積については目標を達
成することができた。

天川村鳥獣被害防止対策協議会
では、ニホンジカ、ニホンザル、ツ
キノワグマ、ハクビシン、アオサ
ギ、カワウによる農林漁業被害が
発生している。銃器・罠を用いた
駆除・捕獲、侵入防止柵による行
動制御を実施し、農業および漁業
では被害が減少しているが、林業
では被害金額・面積ともに目標に
達しておらず、対策が不十分であ
る。特に、ニホンジカとツキノワグ
マにおける林業の剥皮対策が急
務である。苗木では電気柵と防護
柵の設置、成木では忌避剤の利
用、剥皮防止テープ・ネットの利
用による被害防止、捕獲では大
型捕獲器具での大量捕獲などを
検討し、個体数を減少させる必要
がある。
今後は、猟友会と漁業協同組合
と連携し、新規狩猟者の確保、捕
獲檻やわな猟の増設、捕獲・駆除
による個体数管理の徹底、これま
で実施していなかった防止対策の
検討、設置した防護柵の維持・補
修、住民自らによる農産物残渣の
除去など餌場としての集落の価
値を下げる活動、緩衝帯の整備
による有害鳥獣が近寄りにくい環
境づくり、などを引き続き実施する
ことにより、被害を軽減させること
を期待する。

奈良県農業研究開発センター　鳥
獣害対策担当
大和野菜研究センター　所長　西
川　学

上北山
村

上北山村鳥獣
被害防止対策
協議会

上北山村
鳥獣被害
防止対策
協議会

　鳥獣被害防止対策事業
を活用し４年間でシカ２３６
頭、イノシシ３２頭、サル４８
頭を捕獲した。また村単独
事業の狩猟者支援策として
ハンター保険の補助やハン
ターの出動費用補助、また
新規免許取得者への補助
等を実施し狩猟者に対する
支援や狩猟者の確保に努
めたほか、防除への取組と
して防除柵への助成等を
実施した。その結果、目標
とする被害金額・被害面積
を達成し、基準年である令
和元年度より被害の拡大
は防げた。今後もこれらの
取組を継続し、引き続き被
害の軽減に結びつけたい。

　上北山村鳥獣被害防止対策
協議会では、ニホンジカ、ニホ
ンザル、イノシシ、アナグマ、カ
ワウ、クマと多獣種による農林
水産業被害が発生している。
銃器、捕獲檻による捕獲、侵
入防止柵による行動制御を実
施し、被害金額および被害面
積ともに達成率は目標より上
回っており、十分な被害軽減
効果が得られている。
今後は、狩猟者数を確保しな
がら、捕獲による個体数管理と
防護柵・ネットの設置・補修に
よる侵入防止に加えて、住民
自らによる農産物残渣・放任
果樹の除去など餌場としての
集落の価値を下げる活動、緩
衝帯の整備による有害獣が近
寄りにくい環境づくり、などを引
き続き実施することにより、被
害を軽減させることを期待す
る。

奈良県農業研究開発センター
鳥獣害対策担当
大和野菜研究センター　所長
西川　学

令和
５年
度
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ンジ

カ、ニ
ホン
ザ
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ノシ

シ、ア
ナグ
マ、カ
ワウ、
ハク
ビシ
ン

被害防止計画の目標と実績

被害金額（千円） 被害面積（a）

Ｒ３からＲ６にかけて毎年、緊
急捕獲活動支援に取り組んだ
結果、４年間でシカ２３６頭、イ
ノシシ３２頭、サル４８頭を捕
獲した。令和６年度は捕獲頭
数も増加し、被害金額・面積と
もに、目標を達成した。

天川村では、緊急捕獲活
動支援による捕獲を中心と
した取組を行ったものの昨
年度は被害金額・被害面
積ともに目標を達成出来
ず、改善計画を作成し１年
目標を延長し捕獲を強化し
て取り組んだ。その結果、
基準値を下回ったものの、
目標には到達できなかっ
た。
今後は、第三者の意見に
あるように捕獲だけでなく、
生息環境管理、防護柵の
設置および地域住民の協
力も得ながら対策を講じる
事を期待する。



広域捕獲活動（有害捕獲）
2.捕獲従事者育成研修

捕獲技術習得のた
めの研修会講師旅
費、謝金

　本県における有害鳥獣に
よる農林水産業被害は依
然高止まりの状況にあるこ
とから捕獲活動の強化が
必要であるが、狩猟免許を
取得しても、捕獲活動を行
わない農林水産業者等が
多数存在している。そこで、
狩猟免許新規取得者を対
象に、実践的な研修会を３
回開催し、捕獲従事者の人
材育成により、捕獲圧の強
化を図った。

わな猟免許新規取得者を
対象にした研修会を開催。
農林水産業事業体の事業
地等において獣害対策を
効率的に実施する即戦力
となる捕獲従事者等の養
成が図られた。

広域捕獲活動（有害捕獲）
3.効率的捕獲技術導入推進事業

わな猟技術向上の
ための研修会講師
旅費、謝金

　本県における有害鳥獣に
よる農林水産業被害は依
然高止まりの状況にあるこ
とから捕獲活動の強化が
必要である。そこで、わな
猟の捕獲効率を高めるた
めに捕獲従事者の技術の
向上を目的とした研修会を
２回開催し、捕獲圧の強化
を図った。

各市町村鳥獣行政担当
者、県関係機関職員等を
対象に研修会を開催。主に
くくりわなの誘引誘導式捕
獲の普及、野生鳥獣が関
与する感染症等、必要な知
識について研修を行い、指
導者育成が図られた。

広域捕獲活動（有害捕獲）
4.集落ぐるみ被害対策強化事業

集落ぐるみの被害
対策活動を推進す
るための資材購入
費、消耗品費

奈良県 100 　鳥獣被害が拡大しつつあ
る地区等において、県職員
が防除対策指導に当たり、
地域住民とともに集落ぐる
みの被害対策活動を推進
した。

農業被害集落において県
職員が総合的な被害対策
指導を実施したことにより、
被害対策のための意識醸
成を行うことができた。

広域捕獲活動（有害捕獲）
5.地域指導者支援事業

鳥獣害対策を実施
している指導者を
対象とした、集落環
境診断の手法や最
新の獣害対策等の
研修会講師旅費、
謝金

　総合的な鳥獣害対策を実
施できる指導的人材の育
成を目的に、県内の鳥獣害
対策指導者（行政職員、農
協及び共済職員）を対象に
研修会を開催。「電気柵の
基本について（仕組みと効
果）」「地域で取り組む獣害
対策～河和田東部美しい
山里の会～」という内容で
研修会を開催。

・農作物鳥獣害対策研修
（地域指導者研修）(R7.1.29
開催)

県内で鳥獣対策の最前線
で業務を行う行政職員等を
対象に研修を開催。獣害対
策の専門家のほか、実際
に鳥獣行政を携わっている
農作物野生鳥獣被害対策
アドバイザーに講師として
来て頂き、その手法につい
て学んで貰うことが出来
た。

広域捕獲活動（有害捕獲）
6.ニホンザル生息状況調査

第二種特定鳥獣管
理計画を策定する
ための委託料

　県ではニホンザル第二種
特定鳥獣管理計画を策定
し個体数管理を実施してお
り、次期計画（第２次）を策
定するための生息状況調
査を実施した。

次期計画（第２次）を策定す
るための情報を収集するこ
とが出来た。

ジビエ利用拡大
2.「おいしいならジビエ提供店」で
のジビエ消費拡大

ジビエPRイベント開
催のための委託費

　県では、県産のジビエ（イ
ノシシ及びニホンジカ）を用
いた料理を提供する飲食
店等の登録制度を創設し、
ジビエの消費拡大を推進し
ている。登録店において、
「ならジビエ料理フェア」を
開催し、更なる消費拡大を
図った。

ならジビエPRイベント
（R7.1.19開催）
来場者数800名

「ならジビエ料理PRイベン
ト」の開催により、県内外の
方に「ならジビエ」の周知
と、飲食の機会を提供する
ことができた。

ジビエ利用拡大
３．家庭での消費拡大

ジビエフェア開催の
ための委託費

　ジビエ商品の購入可能な
場の情報発信やジビエに
親しみ、学びになる催事を
行うことで、家庭でのジビエ
消費拡大を促進し、県内の
ジビエ商品の普及啓発を
図った。
ならジビエ料理フェア開催
期間：令和6年12月20日～
令和7年3月2日
参加店舗：15店舗
参加者：230名

「ならジビエ料理フェア」の
開催により、県内外の方に
「ならジビエ」の周知と、飲
食の機会を提供することが
できた。

奈良県 県全域 令和6
年度

イノシ
シ、ニ
ホン
ジカ、
ニホ
ンザ
ル



注１：被害金額及び被害面積の目標欄については対象鳥獣及び目標値を記し、これに合わせて他の欄も記載する。
 　２：都道府県が事業実施主体となる鳥獣被害防止都道府県活動支援事業を実施した場合、その事業内容等も記載すること。
　 ３：事業効果は記載例を参考とし、獣種等ごとに事業実施前と事業実施後の定量的な比較ができるよう時間軸を明確に記載の上、その効果を詳細に記載すること。整備事業を行った場合、捕獲効率の向上にどのように寄与したかも必ず記載すること。

 　 ４：「事業実施主体の評価」の欄には、その効果に対する考察や経営状況も詳細に記載すること。　　　

 　 ６：被害防止計画に定められた全ての対象鳥獣について、鳥獣ごとに実績値や達成率等を記載すること。また、合算達成率も記載すること。
 　 ７：次のいずれかに該当する場合には、達成率が低調であると判定すること。

　　（１）被害面積、被害金額等について、合算達成率が共に70％未満である場合
　　（２）次に該当する鳥獣種の被害面積、被害金額等について、対象鳥獣ごとの達成率が共に70％未満である場合
　　　ア　被害金額全体（全ての対象鳥獣における被害金額（実績値）の合計をいう。以下イにおいても同じ。）の２割以上を占めるシカ又はイノシシ
　　　イ　被害金額全体の５割以上を占めるシカ及びイノシシ以外の対象鳥獣
　 ８：目標が未達成となった場合は、「都道府県の評価」の欄に、総合支援チェックシート及び緊急捕獲チェックシートの遵守状況に係る確認結果を記載すること。
　　　なお、遵守状況の確認に当たっては、証拠書類の保存・提出は必須ではない。ただし、聞き取りの結果、書類を保存していると回答があった場合には、当該書類を確認する場合がある。

５　都道府県による総合的評価

　 ５：鳥獣被害防止施設の整備を行った場合、侵入防止柵設置後のほ場ごとの鳥獣被害の状況、侵入防止柵の設置及び維持管理の状況について、地区名、侵入防止柵の種類・設置距離、事業費、国費、被害金額、被害面積、被害量、被害が生じた場合の
要因と対応策、設置に
　　係る指導内容、維持管理方法、維持管理状況、都道府県における点検・指導状況等を様式に具体的に記載し、添付すること。

　本県における令和6年度の野生鳥獣による農林水産物の被害金額は123,184千円、被害面積は71.2haであり、対前年度比ではそれぞれ124％および72％となっており、令和5年度より被害金額は増加し、被害面積は減少した。これは増額の８１％を占める水稲
の単価が高騰したことに加えて、豚熱の影響がある程度落ち着いたことでイノシシの被害金額が増加に転じたこととニホンジカの被害金額も増加していることが主な要因である。ニホンザルについては令和5年度と比較して被害金額・被害面積は減少している。
しかしながらイノシシ・ニホンジカの被害については依然として発生しており、増加している地域もあることから対策が必要な状況である。また、被害金額・被害面積については市町村間の差が大きいのが現状である。被害金額および被害面積については取り組
みの強化により如実に効果が現れるものではなく、気象等の自然環境による影響のほか、野生鳥獣の生息地域の移動・拡大による影響を極めて強く受けるものである。このような状況に鑑み、目撃情報あるいは被害発生状況等の把握に努め、的確な被害対
策の継続的な取組が必要であると思慮する。
　本県では、被害対策として人材育成、生息環境管理、被害防除および有害鳥獣の捕獲を組み合わせた総合的な取り組みを推進しているところである。しかし、地域協議会を単位として見た場合、このような総合的な取り組みを実施できている地域協議会が少
ないのが現状である。今後、被害低減効果が得られていない実施主体に対しては事業効果の検証を行い、総合的な取組の実施を基本とした被害対策の指導が必要である。


